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山梨県教育委員会  

農林高校 森林科学科 
東京オリンピック・パラリンピック競技施設等で使用された県産材を使い 

高校生が製作した大型ベンチを甲斐市の小中学校へ寄贈 

 

開 催 日：令和４年５月３０日（月） １６：３０～１７：３０  

 

場  所：甲斐市立玉幡中学校（甲斐市西八幡３１９０） 

 

対象生徒：森林科学科３年生 ５名 

 

内  容： 

東京オリンピック・パラリンピックの競技施設等で使用された山梨県産の木材（ヒ

ノキ・アカマツ）が県に返却され、農林高校でもその再利用に取り組むこととなった。  

科目「林産物利用」の授業において、東京オリンピック・パラリンピックで使用さ

れた県産材を使い、大型ベンチの製作を昨年度より行ってきた。 

このほど大型ベンチの製作が完了し、甲斐市内の全小中学校への寄贈を開始する。

この取り組みをとおして、木材が再利用可能な魅力的な資源であることや、農林高校

の専門教育の魅力について地域の小中学生に広く PRしたい。 

※ 高校生が中学生に直接寄贈する姿についての取材をお願いしたい。 

 

 

 【製作したものと同型のベンチ】 


